
Ⅲ 前期計画の具体的内容 

１．桃園第三小学校、仲町小学校、桃丘小学校の統合 
(1) 学校の歴史 

桃園第三小学校は、桃園尋常高等小学校、桃園第二尋常小学校から分離

し、大正11年に桃園第三尋常小学校として開校しました。平成14年に創立

80周年を迎えました。 

仲町小学校は、昭和13年に谷戸尋常高等小学校、桃園第三尋常小学校から

分離し、仲町尋常小学校として開校しました。平成9年に創立60周年を迎え

ました。 

桃丘小学校は、昭和31年に桃園第三小学校から分離し、桃園第三小学校分

校として開校、昭和32年に桃丘小学校となりました。平成9年に創立40周年

を迎えました。 

 

(2) 統合校の選定状況 

この地域で前期再編の基準にあてはまるのは仲町小学校と桃丘小学校で

す。 

仲町小学校と通学区域が接しているのは、桃園小学校、中野本郷小学校、

桃園第三小学校、谷戸小学校です。このうち、桃園小学校と中野本郷小学

校は、青梅街道の横断を避けるため除外しました。谷戸小学校について

は、仲町小学校と校舎が近接していますが、仲町小学校も谷戸小学校も校

地が狭いため、双方とも統合新校の設置場所としては適当でなく、これら

のことから、桃園第三小学校と統合します。 

桃丘小学校と通学区域が接しているのは、谷戸小学校、桃園第三小学校、

桃園第二小学校、新井小学校、野方小学校です。このうち、谷戸小学校と

桃園第二小学校と新井小学校は、学校の位置が遠いため除外しました。残

る2校のうち桃園第三小学校と校舎が近接していることから、桃園第三小学

校と統合します。 

統合新校の設置場所は、3校の中心にあること、校地がこの3校の中では一

番広いことから、桃園第三小学校の位置とします。なお、ＪＲ中野駅南口

で大規模な開発が予定されていますが、この影響を見込んで計画していま

す。 

 

(3) 通学区域 

桃丘小学校の通学区域については、通学距離を考え、ＪＲ中央線以北の区

域の通学区域を野方小学校に変更します。 

桃園第三小学校の通学区域は一部が青梅街道の南側にまで及んでいます。

また、青梅街道は、この地域では中学校の通学区域境にもなっています。
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このことから、幹線道路の横断を避け、小中学校の通学区域の整合性を図

るため、桃園第三小学校の通学区域のうち青梅街道以南の地域の通学区域

を中野本郷小学校に変更します。このことにより、中野本郷小学校は目指

す規模に近い学校になります。 

新しい通学区域は、中野駅の南側一体、中央線と青梅街道に挟まれた地域

となります。中野二･三丁目、中央二～五丁目が含まれます。中野駅の南口

から鍋横地域までをつなぐ中野通りを軸として仲町小学校の区域を取り込

む学区となります。この通学区域に関連の強いコミュニティとしては、桃

園地域の大半、鍋横地域のうち青梅街道から北と、東部地域の一部からな

ります。現在の通学区域では、通学にあたって青梅街道の横断があります

が、横断をしないですむようになります。 

 
【図５】桃園第三小、仲町小、桃丘小周辺の通学区域 
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(4) 障害学級の設置 
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現在、桃園第三小学校に設置している障害学級(言語･難聴)は、桃園第三

小学校の位置に設置する統合新校に設置します。 

現在、仲町小学校に設置している障害学級(弱視)は、校舎の収容能力の関

係から、この統合新校ではなく、中野本郷小学校に移転します。 

 

(5) 再編の時期 

平成20年3月末に桃園第三小学校、仲町小学校、桃丘小学校を閉校し、同

年4月に新校を開校します。通学区域の変更と障害学級の移設も同時期に行

います。 

 

(6) 統合新校の規模 

桃園第三小学校(青梅街道以北)と桃丘小学校(ＪＲ中央線以南)と仲町小学

校とをあわせて、統合時には491人15学級と推計しています。 

なお、通学区域の変更を行う中野本郷小学校は、桃園第三小学校(青梅街

道以南)とあわせて、通学区域変更時には488人15学級と推計しています。

野方小学校は、桃丘小学校(ＪＲ中央線以北)とあわせて、通学区域変更時

には469人14学級と推計しています。 

 

(7) 通学距離 

桃園第三小学校の位置に設置する統合新校については、最も長い距離で、

直線約1.1㎞です。通学区域の変更を行う中野本郷小学校については、最も

長い距離で、直線約0.9㎞です。同じく野方小学校については、最も長い距

離で、直線約1.1㎞です。 

 

２．中野昭和小学校、東中野小学校の統合 

(1) 学校の歴史 

中野昭和小学校は、昭和26年に桃園第二小学校、上高田小学校から分離

し、中野昭和小学校として開校しました。平成13年に創立50周年を迎えま

した。 

東中野小学校は、昭和31年に中野昭和小学校、塔山小学校から分離し、中

野昭和小学校分校として開校し、昭和32年に東中野小学校となりました。

平成9年に創立40周年を迎えました。 

なお、東中野小学校の前身に、旧東中野国民学校があります。旧東中野国

民学校は、昭和7年に東中野尋常小学校として創立しましたが、戦争により

被災し昭和21年に廃校、桃園第二小学校に統合されています。 

 

(2) 統合校の選定状況 

この地域で前期再編の基準にあてはまるのは東中野小学校です。 
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東中野小学校と通学区域が接しているのは、塔山小学校、谷戸小学校、中

野昭和小学校です。このうち、谷戸小学校は、接している部分が少ないた

め、除外しました。東中野小学校自体は校地が狭いため、統合新校の設置

場所としては適当ではなく、中野昭和小学校も小規模化していること、塔

山小学校では通学距離が遠くなることから、中野昭和小学校と統合し、中

野昭和小学校の位置を統合新校の設置場所とします。これにより、中野昭

和小学校の小規模化も解消します。 

 

【図６】中野昭和小、東中野小周辺の通学区域 
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(3) 通学区域 

東中野小学校の通学区域のうち、ＪＲ中央線以南の地域については、中央

線の横断を避けられることもあり、塔山小学校に通学区域を変更します。 

新設校の通学区域は、地下鉄落合駅を中心として、約700メートルの範

囲、北側は一部が西武新宿線に接し、南側は中央線までとなります。東中

野三～五丁目、上高田一･三･四丁目を含む区域です。東中野小学校が、中

野昭和小学校から分離した経過から見ると、元に近い形に学区を統合する

ことになります。なお、山手通りはその東側の人口が少ないことから、や

むをえず通学区域が山手通りをまたぐことになります。この学区域に関連
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の強い地域コミュニティとしては、上高田地域の西部と昭和地域の東部、

東中野地域の全域の組み合わせとなります。 

 

(4) 再編の時期 

平成21年3月末に中野昭和小学校、東中野小学校を閉校し、同年4月に新校

を開校します。通学区域の変更も同時期に行います。 

 

(5) 統合新校の規模 

中野昭和小学校と東中野小学校(ＪＲ中央線以北)とをあわせて、統合時に

は360人12学級と推計しています。東中野駅前で大規模な開発が予定されて

いますが、この影響を見込んで計画しています。 

なお、通学区域の変更を行う塔山小学校は、東中野小学校(ＪＲ中央線以

南)とあわせて、通学区域の変更時には353人12学級と推計しています。 

 

(6) 通学距離 

中野昭和小学校の位置に設置する統合新校については、最も長い距離で、

直線約1.4㎞です。通学区域の変更を行う塔山小学校については、最も長い

距離で、直線約0.7㎞です。 

 

３．野方小学校、丸山小学校、沼袋小学校の統合 
(1) 学校の歴史 

野方小学校は、明治15年に桃園小学校から分離し、沼畊小学校として開

校、明治36年に野方尋常小学校と改称しました。平成14年に創立120周年を

迎えました。 

丸山小学校は、昭和27年に江古田小学校、北原小学校から分離し、丸山小

学校として開校しました。平成14年に創立50周年を迎えました。 

沼袋小学校は、昭和32年に野方小学校、丸山小学校から分離し、沼袋小学

校として開校しました。平成8年に創立40周年を迎えました。 

 

(2) 統合校の選定状況 

この地域で前期再編の基準にあてはまるのは沼袋小学校です。 

沼袋小学校と通学区域が接しているのは、野方小学校、啓明小学校、北原

小学校、丸山小学校、江古田小学校、新井小学校です。このうち、啓明小

学校、北原小学校、江古田小学校、新井小学校は、接している部分が少な

いため、除外しました。丸山小学校も野方小学校も現に一定の規模を有し

ており、沼袋小学校全体と統合すると過大な規模になること、沼袋小学校

の通学区域の中央に西武新宿線が通っていることを考え、沼袋小学校の通

学区域を西武新宿線で分割し、北部を丸山小学校と、南部を野方小学校と
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統合します。 

統合新校の設置場所は、北部の通学区域の範囲内には丸山小学校しかない

ため、丸山小学校とします。なお、丸山小学校の既存の校舎では収容しき

れない可能性もありますが、校地や既存建物の状況から増築が可能である

と考えられますので、必要な増築を行います。 

南部については、校地は沼袋小学校が広いものの、校舎の改築期まで20年

以上あり、統合新校の規模では既存の校舎に収容できないため増築を必要

とします。この場合、校庭部分がかなり狭くなります。これに対して野方

小学校は、沼袋小学校と比較して校地自体は狭いものの、第一種中高層住

居専用地域にあり、間もなく改築期を迎えるため、一定の高層化を図りつ

つ全面改築を行うことで、可能な限り校庭を確保しながら望ましい学校が

つくれると考えられます。また、統合新校の通学区域のほぼ中央に位置す

ることから、野方小学校の位置を統合新校の設置場所とし、校舎の竣工後

に統合することとします。警察大学校跡地で大規模な開発が予定されてい

ますが、この影響を見込んで計画しています。 

 

(3) 通学区域 

この統合による通学区域は、北側の新設校が丸山小学校と沼袋小学校の学

区域のうち西武新宿線より北側の部分となります。南側の新設校は、野方

小学校と沼袋小学校の通学区域のうち西武新宿線より南側の部分と、桃丘

小学校の通学区域のうち中央線から北の部分(中野四丁目)となります。沼

袋小学校が野方小学校、丸山小学校から分離して開校した経過から見る

と、元に近い形で学区域を再編することになります。 

北側の新設校は、北は練馬区に接し、丸山一･二丁目、江古田四丁目、沼

袋三･四丁目、野方四丁目を含みます。この通学区域に関連の強い地域コミ

ュニティとしては、野方地域の北部と沼袋地域の西部の組み合わせとなり

ます。 

南側の新設校は、中野駅の北西部一帯となり、西武新宿線南側から中央線

北側までとなります。野方一～三丁目、沼袋三丁目、新井二･三丁目、中野

四丁目を含みます。この通学区域に関連の強い地域コミュニティとして

は、沼袋地域の南部の一部と野方地域の南部の大半のほか、新井地域の一

部と桃園地域の一部の組み合わせになります。この地域では、他の学校に

先んじて、明治期に沼畊小学校が設置された経緯があり、新設校は学校と

ともに歩んだこの地域の長い歴史を受け継ぐことになります。 

なお、これら統合新校及び隣接する学校の通学区域には、環七通りを跨ぐ

地域があることから、今後、計画の改定にあわせて、全体的な観点から通

学区域のあり方を検討します。 
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【図７】野方小、丸山小、沼袋小周辺の通学区域 
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(4) 障害学級の設置 

現在、丸山小学校に設置している障害学級(肢体不自由)については、丸山

小学校の位置に設置する統合新校に設置します。 

現在、沼袋小学校に設置している障害学級(情緒)については、野方小学校

の位置に設置する統合新校に設置します。 

 

(5) 再編の時期 

野方小学校校舎の改築後に再編します。野方小学校(統合新校)校舎につい

ては、平成19年度から校舎の基本設計に着手し、平成21年度から工事に入
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ります。工事期間中は、野方小学校単独で現第六中学校の校舎に仮校舎と

して移転します。新校舎は平成22年度中に竣工し、それにあわせて平成23

年3月に野方小学校、丸山小学校、沼袋小学校を閉校し、同年4月に2校の統

合新校を開校します。なお、これにあわせて、丸山小学校は、平成22年度

中の完成を目途に増築します。 

 

(6) 統合新校の規模 

丸山小学校と沼袋小学校(西武新宿線以北)とをあわせて、統合時には485

人15学級と推計しています。 

また、野方小学校と沼袋小学校(西武新宿線以南)と桃丘小(ＪＲ中央線以

北)をあわせて、統合時には684人19学級と推計しています。 

 

(7) 通学距離 

丸山小学校の位置に設置する統合新校については、最も長い距離で、直線

約0.8㎞です。野方小学校の位置に設置する統合新校については、最も長い

距離で、直線約1.1㎞です。 

 

４．第一中学校、中野富士見中学校の統合 
(1) 学校の歴史 

第一中学校は、昭和22年新制中学発足時に、第一中学校として開校しまし

た。平成9年に創立50周年を迎えました。 

中野富士見中学校は、昭和35年に第一中学校から分離し、中野富士見中学

校として開校しました。平成12年に創立40周年を迎えました。 

 

(2) 統合校の選定状況 

この地域で前期再編の基準にあてはまるのは中野富士見中学校です。 

中野富士見中学校と通学区域が接しているのは、第一中学校、第二中学

校、第十中学校です。このうち、第十中学校は、接している部分が少ない

ため、除外しました。第一中学校もそれほど大きな規模ではなく、中野富

士見中学校と第二中学校とを統合した場合、第一中学校だけが小規模の学

校として残ってしまうため、第一中学校と統合します。統合新校の設置場

所は、両校の校地を比較すると第一中学校の方が広いため、第一中学校の

場所とします。これにより、第一中学校の小規模化も解消します。 

第一中学校、中野富士見中学校、第二中学校の3校での統合も検討しまし

た。学校規模や位置等からこの統合も十分考えられますが、現在の第二中

学校の校舎では一部通学区域の変更を行ったとしても現時点での受け入れ

が難しく、改築まで待たなければなりません。中野富士見中学校の小規模

化を早期に解消するためには、まず第一中学校と中野富士見中学校を先行
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して統合し、その後に第二中学校と統合するといった2度にわたって統合を

繰り返さなければならなくなるため、第一中学校と中野富士見中学校のみ

の統合とします。 

 

(3) 通学区域 

通学距離が長くなることを避けるとともに、小学校と中学校の通学区域の

整合性を図るため、中野富士見中学校の通学区域のうち、弥生町一丁目の

地域(向台小学校からの進学区域)については、第二中学校に通学区域を変

更します。 

このことにより、統合新校の通学区域は、小学校の通学区域と一致するこ

とになります。 

 

【図８】第一中、中野富士見中周辺の通学区域 
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(4) 再編の時期 

平成21年3月末に第一中学校、中野富士見中学校を閉校し、同年4月に統合

新校を開校します。通学区域の変更も同時期に行います。 

 

(5) 統合新校の規模 
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第一中学校と中野富士見中学校(除弥生町一丁目)とをあわせて、統合時に

は366人11学級と推計しています。 

なお、通学区域の変更を行う第二中学校は、中野富士見中学校(弥生町一

丁目)とあわせて、通学区域の変更時には347人10学級と推計しています。 

 

(6) 通学距離 

第一中学校の位置に設置する統合新校については、最も長い距離で、直線

約1.6㎞です。通学区域の変更を行う第二中学校については、最も長い距離

で、直線約1.1㎞です。 

 

５．第六中学校、第十一中学校の統合 
(1) 学校の歴史 

第六中学校は、昭和22年新制中学発足時に、第六中学校として開校しまし

た。平成9年に創立50周年を迎えました。 

第十一中学校は、昭和31年に第六中学校、第七中学校から分離して第六中

学校分校として開校し、昭和32年に第十一中学校となりました。平成9年に

創立40周年を迎えました。 

 

(2) 統合校の選定状況 

この地域で前期再編の基準にあてはまるのは第十一中学校です。 

第十一中学校と通学区域が接しているのは、第五中学校、第六中学校、第

七中学校、第八中学校です。このうち、第五中学校と第八中学校は、接し

ている部分が少ないため、除外しました。第七中学校と統合する場合、十

分な校地を確保するためには統合新校の位置は第十一中学校とすることが

適当です。この場合、通学距離が1.5㎞を超える地域が広範囲にわたり、2

㎞を超える場所もあるため、第六中学校と統合します。第六中学校との統

合では、西武新宿線を横断する通学区域となりますが、通学距離が最も長

い距離で約1.5㎞に収まるため、やむを得ないものと考えます。統合新校の

設置場所は、両校の校地を比較すると第十一中学校の方が広いため、第十

一中学校の場所とします。これにより、第六中学校の小規模化も解消しま

す。 

 

(3) 通学区域 

第六中学校の通学区域の中には、第四中学校と極めて近い区域がありま

す。これを解消するため、この統合にあわせて、第六中学校の通学区域の

うち環七通り以西の区域の通学区域を第四中学校に変更します。このこと

により、第四中学校の小規模化も緩和されます。 
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【図９】第六中、第十一中周辺の通学区域 
 

第四中 

第六中から第四中へ変更 

統合新校の位置 

第六中 

第十一中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(4) 障害学級の設置 

現在、第十一中学校に設置している障害学級(肢体不自由)は、第十一中学

校の位置に設置する統合新校に設置します。 

 
(5) 再編の時期 

平成20年3月末に第六中学校、第十一中学校を閉校し、同年4月に統合新校

を開校します。通学区域の変更も同時期に行います。 

 
(6) 統合新校の規模 

第六中学校(環七通り以東)と第十一中学校とをあわせて、統合時には383

人11学級と推計しています。 

なお、通学区域の変更を行う第四中学校については、第六中学校(環七通

り以西)とあわせて、通学区域の変更時には255人8学級と推計しています。 

 

(7) 通学距離 

第十一中学校に設置する統合新校については、最も長い距離で、直線約

1.5㎞です。通学区域の変更を行う第四中学校については、最も長い距離

で、直線約1.1㎞です。 
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６．第九中学校、中央中学校の統合 
(1) 学校の歴史 

第九中学校は、昭和25年に第九中学校として開校しました。平成12年に創

立50周年を迎えました。 

中央中学校は、昭和33年に第九中学校分校として開校し、昭和35年に中央

中学校となりました。平成11年に創立40周年を迎えました。 

 

(2) 統合校の選定状況 

この地域で再編の基準にあてはまるのは中央中学校です。 

中央中学校と通学区域が接しているのは、第三中学校、第九中学校、第

五中学校、第六中学校、第四中学校です。このうち、第三中学校、第五中

学校、第四中学校は、接している部分が少ないため、除外しました。第六

中学校が第十一中学校と統合すること、中央中学校が第九中学校から分離

した経過を踏まえ、第九中学校と統合します。 

 
【図10】第九中、中央中周辺の通学区域 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統合新校の位置 
(警察大学校等移転跡地・その周辺地区) 

第九中から第十中へ変更 

第九中 

中央中 

第十中 

 

(3) 通学区域 

第九中学校の通学区域の中には、中央中学校からは遠く、第十中学校の

方がかなり近い区域があります。このため、この統合にあわせて、第九中
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学校の通学区域のうちもみじ山通り以東の区域の通学区域を第十中学校に

変更します。このことにより、第十中学校の小規模化も、若干緩和されま

す。 
 

(4) 障害学級の設置 

現在、第九中学校に設置している障害学級(情緒)は、警察大学校等移転

跡地・その周辺地区に設置する統合新校に設置します。 

 

(5) 再編の時期 

平成20年度から校舎の基本設計に着手し、平成21年度までには必要な用

地を取得します。平成22年度から工事に入り、新校舎は平成23年度中に完

成し、それにあわせて、平成24年3月に第九中学校、中央中学校を閉校し、

同年4月に統合新校を開校します。なお、通学区域の変更も同時期に行いま

す。 

 

(6) 統合新校の規模 

第九中学校(もみじ山通り以西)と中央中学校とをあわせて、統合時には

412人12学級と推計しています。中野駅周辺で大規模な開発が予定されてい

ますが、この影響を見込んで計画しています。 

なお、通学区域の変更を行う第十中学校については、第九中学校(もみじ

山通り以東)とあわせて、通学区域変更時には227人6学級と推計していま

す。 

 

(7) 通学距離 

警察大学校等移転跡地・その周辺地区に設置する統合新校については、

最も長い距離で、直線約1.5㎞です。通学区域の変更を行う第十中学校につ

いては、最も長い距離で、直線約1.3㎞です。 
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７．再編のスケジュール 
前期の再編のスケジュールをまとめると、図11のとおりとなります。 

 

【図11】前期の再編のスケジュール 
17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

１
桃園第三小学校
仲町小学校
桃丘小学校

(改修) (改修)

２
中野昭和小学校
東中野小学校

(改修) (改修)

統合

野方小学校
沼袋小学校

丸山小学校
沼袋小学校

(改修)

４
第一中学校
中野富士見中学校

(改修) (改修)

統合

５
第六中学校
第十一中学校

(改修) (改修)

６
第九中学校
中央中学校

３

統合の検討

統合の検討

統合の検討

基本設計
実施設計
用地取得

基本設計

設計

　　　工 　　　
仮校舎(旧第 

統合の 

統合の検討

統合の検討

(桃園第三小学校
の位置)

(第一 

統合の検討
(中野 

実施設計
〈野方小学校校舎〉

統合

(第十一中学校の
位置)統合
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校舎竣工・
移転統合
(23年度)

(改修)

統合
(23年度)

校舎竣工・
統合

22年度以降

　　事
六中)移転

増築工事

校舎新築工事

検討

中学校の位置)

(警察大学校等移転跡地・
その周辺地区)

昭和小学校の位置)

(野方小学校の位置)

(丸山小学校の位置)

(24年度)
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【参考】中野区立小中学校人口推計(平成16年度推計) 

学校名    平成２
小学校 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

1 桃    園 352 12 371 12 351 12 341 12 333 12 336
2 桃園第二 336 12 351 12 389 13 397 13 426 14 416
3 桃園第三 363 12 380 12 386 12 391 12 392 12 383
4 中野神明 383 12 397 12 392 12 399 12 400 12 417
5 塔    山 288 11 304 11 319 12 333 12 349 12 334
6 谷    戸 295 11 288 11 311 11 320 11 331 12 324
7 中野本郷 312 11 348 12 345 12 358 12 371 12 385
8 野    方 400 12 421 13 428 13 430 13 441 13 467
9 江 古 田 469 15 458 14 431 13 446 14 426 13 420
10 鷺    宮 286 11 290 11 294 11 296 11 311 12 316
11 上 高 田 395 12 390 12 379 12 354 12 340 12 344
12 啓    明 328 12 342 12 353 12 354 12 351 12 331
13 向    台 278 10 257 10 251 10 255 11 254 11 261
14 北    原 324 12 318 12 309 12 294 12 290 12 283
15 仲    町 144 7 132 6 134 6 131 6 139 6 157
16 新    井 379 12 395 12 401 12 388 12 395 12 409
17 大    和 302 11 311 11 301 10 305 10 299 10 274
18 多    田 415 12 416 12 423 12 414 12 410 12 419
19 中野昭和 271 12 271 11 257 10 243 9 229 7 218
20 若    宮 312 12 328 12 326 12 325 12 350 12 346
21 江    原 429 13 438 13 448 13 438 13 441 13 444
22 丸    山 401 13 420 14 437 13 429 13 426 14 429
23 新    山 257 10 267 11 260 11 245 10 249 10 264
24 桃    丘 164 6 148 6 125 6 115 6 105 6 162
25 沼    袋 191 6 195 6 199 6 196 6 204 7 199
26 東 中 野 200 8 186 7 176 7 166 6 164 6 163
27 武 蔵 台 486 15 515 17 529 18 546 18 564 18 574
28 西 中 野 240 9 234 8 256 9 259 9 259 9 280
29 上 鷺 宮 469 14 477 15 474 15 456 14 475 14 467
合 計 9,469 325 9,648 327 9,684 327 9,624 325 9,724 327 9,822
指 数 100 100 102 101 102 101 102 100 103 101 104
中学校 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数

1 一    中 242 8 245 8 261 8 282 9 283 9 260
2 二    中 318 9 313 9 306 9 318 9 325 9 321
3 三    中 262 9 286 9 275 8 274 8 255 8 277
4 四    中 212 7 200 6 212 6 212 6 214 6 225
5 五    中 331 10 305 9 320 9 339 9 366 11 360
6 六    中 230 8 210 7 217 7 208 6 206 6 214
7 七    中 370 10 347 9 361 10 358 10 355 10 337
8 八    中 217 7 198 6 188 6 203 6 198 6 211
9 九    中 262 9 264 9 265 9 265 9 256 8 254
10 十    中 164 6 141 6 121 5 126 5 125 5 138
11 十 一 中 185 6 177 6 177 6 209 6 219 6 228
12 中 央 中 267 9 264 9 234 8 217 7 217 7 254
13 富士見中 137 6 139 6 141 6 139 6 132 5 125
14 北中野中 460 12 465 13 481 13 511 14 513 14 533
合 計 3,657 116 3,554 112 3,559 110 3,661 110 3,664 110 3,737
指 数 100 100 97 97 97 95 100 95 100 95 102

【前期再編】
491 15 522
488 15 494
469 14 538

360
353

383 11 392
255 8 275

366
347

十    中(通学区域変更)

六中＋十一中

一中＋富士見中

九中＋中央中

四    中(通学区域変更)

二    中(通学区域変更)

桃三＋仲町＋桃丘

中野昭和＋東中野

野方＋沼袋
丸山＋沼袋

中野本郷(通学区域変更)
野    方(通学区域変更)

塔    山(通学区域変更)

実数（５月1日）
平成１６年度 平成１７年度

推            計           値
平成１９年度平成１８年度 平成２０年度
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２１年度 学校名
級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 小学校
12 337 12 315 12 321 12 319 12 318 12 桃    園
13 451 14 464 14 460 14 471 14 461 13 桃園第二
12 396 12 392 12 394 12 397 12 398 12 桃園第三
12 422 12 416 12 423 12 424 12 430 12 中野神明
12 349 12 345 12 346 12 345 12 340 12 塔    山
12 323 12 337 12 327 12 328 12 335 12 谷    戸
12 385 12 377 12 393 12 390 12 390 12 中野本郷
14 478 15 472 14 483 14 492 15 488 14 野    方
13 411 13 421 13 422 13 411 12 424 12 江 古 田
12 317 12 321 12 323 12 320 12 322 12 鷺    宮
12 338 12 341 12 345 12 360 12 357 12 上 高 田
11 316 11 306 11 306 11 304 11 301 11 啓    明
12 253 11 249 10 246 10 244 10 240 9 向    台
12 287 12 287 12 283 12 282 12 283 12 北    原
6 166 6 166 6 170 6 171 6 171 6 仲    町
12 431 13 428 13 433 13 451 13 446 13 新    井
11 273 10 260 10 263 11 256 11 259 11 大    和
12 453 13 453 13 454 13 470 13 474 13 多    田
6 215 6 210 6 213 6 211 6 209 6 中野昭和
12 351 12 343 12 342 12 339 12 321 12 若    宮
14 457 14 458 13 459 13 477 14 468 13 江    原
14 408 13 400 12 399 12 416 12 427 12 丸    山
10 266 11 265 11 265 11 279 12 278 12 新    山
6 159 6 158 6 175 6 178 6 180 6 桃    丘
7 214 7 219 7 219 7 222 7 218 6 沼    袋
6 166 6 162 6 165 6 158 6 156 6 東 中 野
18 579 18 594 18 614 18 624 18 634 18 武 蔵 台
10 289 10 309 11 311 11 322 11 341 12 西 中 野
13 469 13 487 15 507 16 525 18 545 18 上 鷺 宮
328 9,959 330 9,955 329 10,061 331 10,186 335 10,214 331 合 計
101 105 102 105 101 106 102 108 103 108 102 指 数
級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 中学校
8 262 8 271 8 289 9 289 9 285 9 一    中
10 316 9 329 9 332 9 322 9 317 9 二    中
8 258 8 283 9 275 9 278 8 274 9 三    中
7 229 7 240 7 229 7 234 7 231 6 四    中
11 356 10 351 10 364 10 366 10 360 10 五    中
6 196 6 199 6 192 6 201 6 200 6 六    中
9 340 9 352 10 360 10 362 10 357 9 七    中
6 210 6 226 6 218 6 216 6 212 6 八    中
9 250 9 262 9 273 9 273 9 272 9 九    中
6 133 6 133 6 128 6 126 6 124 6 十    中
6 227 6 229 6 229 6 224 6 221 6 十 一 中
8 250 8 246 8 240 8 246 9 242 7 中 央 中
5 122 4 127 5 128 5 130 6 128 6 富士見中
15 546 16 583 17 594 17 580 15 572 15 北中野中
114 3,695 112 3,831 116 3,851 117 3,847 116 3,795 113 合 計
98 101 97 105 100 105 101 105 100 104 97 指 数

16 535 17 524 17 548 18 544 18 538 18 三+仲+桃
16 497 16 491 16 506 17 503 17 502 17 中野本郷
18 549 18 野    方
12 362 12 352 12 357 12 352 12 346 12 昭+東
12 370 12 366 12 367 12 363 12 358 12 塔    山

684 19 699 19 713 19 710 19 野+沼
485 15 487 15 507 16 516 17 丸+沼

12 383 12 381 12 380 12 381 12 379 12 六+十一
8 270 9 286 9 269 9 277 9 275 9 四    中
11 361 11 373 11 389 12 392 12 386 12 一+富士
10 343 10 356 11 360 11 351 10 346 9 二    中

412 12 420 12 415 12 九+中央
227 6 226 6 222 6 十    中

平成２６年度平成２２年度
推            計           値

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

 学

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学
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